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廃棄物処理2007

3年前期（選択）科目

環境システム学科 宮脇健太郎

第2回 基本計画、収集運搬、中間処理概論

ごみ処理計画

一般廃棄物処理計画（市町村）

市町村は区域内の一般廃棄物の処理に関する計
画を定めなければならない。

循環型社会推進基本計画（国）

廃棄物処理計画（都道府県）

広域化計画（都道府県）
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一般廃棄物処理計画

一般廃棄物処理基本計画

基本的な事項について一定期間

一般廃棄物処理実施計画

基本計画を実施するために必要な各年度の事業

手順

収集整理する基礎事項

含まれる内容

一般廃棄物処理計画

収集整理する基礎資料

人口、産業、開発計画などの基礎的事項

ごみの発生量実績、性状

ごみ減量化、再生利用実績

ごみ処理実績

体制

技術動向

関係市町村の動向、地域の関係法令
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一般廃棄物処理計画

含まれる内容

ごみ発生量、処理量見込み

排出抑制のための方策（市、住民、事業者）

分別収集 ごみの種類および分別区分

適正処理、実施する者

処理施設の整備

その他（審議会など）

ごみ処理コスト

平均
一般会計の５％

約４0,000円/1トン

約15,000円/1人

処理区分別(例、名古屋市1999、各1トン当たり）
収集運搬26,630円、中継13,389円、圧縮35,309円、破
砕36,158円、焼却19,254円、埋立10,157

総合50397円

費用対効果
容器包装の資源化コスト高い、ごみ処理の方が安い

資源化により、ごみ処理費が削減 ← 考慮する必要
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ごみ処理システムの評価

リスクｱｾｽﾒﾝﾄ（Risk Assessment)
環境影響評価（Environmental Impact 
Assessment)
戦略的環境アセスメント（Strategic 
Environmental Assessment: SEA)
ライフサイクルアセスメント（Life Cycle 
Assessment: LCA)

収集･運搬

収集

ごみステーションなどに排出されたごみを集めて
回ること

運搬

収集したごみを処理施設まで運ぶこと
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収集・運搬機材

バキュームカー

タンクローリー

ダンプ車

機械式ごみ収集車（パッカー車）
回転板式および圧縮板式収集車

荷箱回転式収集車

付属装置

脱着装置付コンテナ自動車

コンテナー水平脱着ボデー車

廃棄物保管容器

ドラム缶

石油缶

プラスチック容器

フレキシブルコンテナー

傾斜方式用コンテナー

吊り下げ式コンテナー

など
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家庭系ごみ収集

家庭系ごみ 市町村により計画的に収集

直営収集 市町村職員

委託収集 市町村から委託された業者

許可収集 事業所などが許可業者に委託

システムの構成要素

収集ｻｰﾋﾞｽ 収集コスト トレードオフの関係

構成要素(一部）
収集場所 各戸収集、ステーション収集

収集機材 機械式収集車、ダンプ車、機械式積み込
み式収集運搬車

作業班 運転手1名＋作業員2名、運転手･作業員で
2名
収集時間 昼間、夜間、早朝

ごみ排出容器 指定なし、指定有り（袋など）

積替輸送 なし、大型輸送車（路上）、中継輸送施設
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収集・運搬車の選択

収集車両の選択

任意の容器 可燃、不燃など パッカー車

粗大、資源などダンプ車

コンテナー収集 コンテナ自動車

積載量

収集効率 大きいほど良いが、道路状況による

パッカー車、2(内容積約4m3）,4,6トン車

コンテナー輸送車、2,4,8,10トン車

収集輸送システムの改善方策

システム構成を変えないで改善

収集車積載量を増加

収集時間延長

車付定員を減少（人件費）

収集回数、ステーションの減少

直営から委託

交通渋滞（夜間、早朝）
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収集輸送システムの改善方策

システム構成を変える改善

コンテナ使用

貯留排出機（集合住宅）

パイプ輸送

真空式ごみ収集車

中継輸送

中間処理

焼却処理

RDF(ごみ燃料）

高速堆肥化（Compositing）
メタン発酵、バイオガス化

飼料化

炭化

破砕選別（不燃、粗大）


